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地
震
に
よ
っ
て
次
の
被
害
が
起
こ
り
う

る
。

●
建
物
が
土
台
か
ら
外
れ
る
、
ま
た
は
倒
壊

す
る
。

●
施
設
・
構
造
物
・
道
路
が
損
傷
す
る
。

●
火
災
や
爆
発
を
引
き
起
こ
す
。

●
構
造
的
不
安
定
を
引
き
起
こ
す
。
例
え

ば
ダ
ム
決
壊
に
よ
り
鉄
砲
水
が
起
こ
り
う

る
。

　

地
震
は
地
滑
り
や
雪
崩
、
津
波
を
引
き
起

こ
す
こ
と
が
あ
る
。
地
震
が
起
き
た
ら
、
緊

急
案
内
に
耳
を
澄
ま
す
こ
と
が
重
要
で
あ

る
。

　

全
体
と
し
て
、
こ
の
よ
う
な
被
害
は
す
べ

て
生
命
財
産
そ
し
て
環
境
を
脅
か
す
。

　

深
刻
な
地
震
リ
ス
ク
を
有
す
る
都
市
と
し

て
、
全
米
で
26
の
市
街
地
が
特
定
さ
れ
て
い

る
。

●
合
衆
国
西
部
、
特
に
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州

の
サ
ン
ア
ン
ド
レ
ア
ス
断
層
か
ら
、
オ
レ

ゴ
ン
州
と
ワ
シ
ン
ト
ン
州
の
西
部
の
カ
ス

ケ
ー
デ
ィ
ア
沈
み
込
み
帯
を
経
て
、
ア
ラ

ス
カ
州
の
沿
岸
に
至
る
地
域

●
ミ
ズ
ー
リ
州
の
ニ
ュ
ー
マ
ド
リ
ッ
ド
断
層
帯

　

南
カ
ロ
ラ
イ
ナ
州
と
ニ
ュ
ー
イ
ン
グ
ラ
ン

ド
州
の
海
岸
沿
い
を
含
む
東
海
岸
に
は
い
く

つ
か
の
穴
が
存
在
す
る
。

述
内
容
を
紹
介
す
る
。

　

記
載
さ
れ
て
い
る
地
震
に
つ
い
て
の
知
見

そ
の
も
の
は
、
リ
ス
ク
マ
ネ
ジ
メ
ン
ト
の
担

当
者
に
と
っ
て
は
既
知
の
こ
と
が
多
い
と
思

う
。
こ
こ
で
は
、
日
本
ほ
ど
は
地
震
災
害
が

一
般
的
で
な
い
米
国
に
お
い
て
、
国
と
し
て

Ｃ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
メ
ン
バ
ー
に
ど
の
よ
う
な
レ
ベ
ル

の
教
育
を
施
し
て
い
る
の
か
を
知
る
と
い
う

観
点
で
、
各
自
の
身
の
回
り
の
一
般
向
け
啓

蒙
資
料
と
比
較
す
る
な
ど
し
て
読
ん
で
い
た

だ
き
た
い
。

　

地
震
と
は
、
地
球
の
地
殻
や
プ
レ
ー
ト
の

一
部
の
、
突
発
的
な
滑
動
や
変
動
で
あ
る
。

通
常
、
震
源
は
地
表
か
ら
25
マ
イ
ル
未
満
の

と
こ
ろ
に
あ
り
、
一
連
の
振
動
が
伴
い
、
引

き
続
く
。
地
震
は
明
ら
か
な
予
兆
な
し
に
起

こ
る
。

　

前
回
は
、
米
国
が
地
域
社
会
の
災
害
初

期
対
応
能
力
向
上
を
図
っ
て
組
織
し
て
い
る

「
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
・
エ
マ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
・
レ
ス

ポ
ン
ス
・
チ
ー
ム
（
Ｃ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
）」
に
つ
い
て
、

主
に
基
礎
訓
練
資
料
に
拠
っ
て
そ
の
概
要
を

紹
介
し
た
。

　

こ
の
資
料
に
は
、
各
種
災
害
に
関
す
る
個

別
の
記
述
を
ま
と
め
た
付
属
書
が
あ
り
、
そ

の
内
容
は
次
の
１
３
の
項
目
か
ら
な
る
。（
図

表
１
）

　

な
お
こ
の
付
属
書
が
発
行
さ
れ
た
の
は

２
０
１
１
年
の
１
月
で
あ
り
、
東
日
本
大
震

災
の
前
で
あ
っ
た
こ
と
を
特
に
記
し
て
お
く
。

　

本
稿
で
は
、
こ
の
付
属
書
の
各
項
目
の
う

ち
、
代
表
例
と
し
て
「
地
震
」
に
関
す
る
記

げ
、
ま
た
ガ
ラ
ス
が
靴
の
中
に
入
る
リ
ス

ク
も
減
ら
す
こ
と
が
で
き
る
。

　

建
築
家
に
相
談
し
て
あ
な
た
の
家
屋
を
診

て
も
ら
う
こ
と
は
良
い
ア
イ
デ
ア
で
あ
る
。

家
の
修
繕
や
、
ポ
ー
チ
、
デ
ッ
キ
、
引
き
戸
、

天
蓋
、
駐
車
場
、
ガ
レ
ー
ジ
の
ド
ア
と
い
っ

た
外
観
部
分
の
強
化
に
つ
い
て
質
問
し
て
み

る
こ
と
。

　

地
震
発
生
時
、
負
傷
者
の
多
く
は
、
倒
壊

し
た
建
築
物
で
は
な
く
、
落
下
物
や
粉
々
に

割
れ
た
ガ
ラ
ス
で
怪
我
を
し
て
い
る
。
適
切

な
段
階
を
踏
ん
で
備
え
れ
ば
、
負
傷
者
の
多

く
は
怪
我
を
せ
ず
に
済
ん
だ
は
ず
で
あ
る
。

　

地
震
発
生
時
に
安
全
で
あ
る
た
め
に
以
下

の
よ
う
な
対
策
を
取
る
こ
と
。

●
伏
せ
て
、
頭
を
守
り
、
動
か
な
い
こ
と
。

動
く
の
は
、
安
全
な
場
所
に
辿
り
着
く
の

に
必
要
な
分
だ
け
に
す
る
。
地
震
の
負
傷

者
の
多
く
は
揺
れ
の
続
く
間
に
５
フ
ィ
ー

ト（
１
・５
ｍ
）以
上
移
動
し
て
い
る
。

●
室
内
に
い
た
場
合
は
、
揺
れ
が
収
ま
る
ま

で
そ
の
場
に
留
ま
る
こ
と
。
慌
て
て
外
に

飛
び
出
し
て
も
、
壊
れ
た
壁
か
ら
の
落
下

物
で
死
ぬ
だ
け
で
あ
る
。
揺
れ
が
収
ま
り

安
全
に
外
に
出
ら
れ
る
ま
で
室
内
に
留
ま

る
方
が
安
全
で
あ
る
。
外
に
出
る
時
は
、

落
下
物
で
怪
我
を
し
な
い
よ
う
に
、
建
物

か
ら
す
ぐ
に
離
れ
る
こ
と
。

　

本
震
の
あ
と
２
時
間
以
内
に
同
規
模
ま

●
39
の
州
の
７
５
０
０
万
人
以
上
の
ア
メ
リ

カ
人
が
地
震
の
深
刻
な
リ
ス
ク
に
直
面
し

て
い
る
。

●
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州
の
１
７
０
０
万
人
は

最
も
高
い
リ
ス
ク
を
負
っ
て
い
る
。
そ
れ

に
続
く
の
は
ワ
シ
ン
ト
ン
州
西
部
の
住
民

で
あ
る
。

●
４
０
０
万
人
が
ニ
ュ
ー
マ
ド
リ
ッ
ド
断
層

の
影
響
圏
内
に
い
る
。

　

小
さ
な
地
震
動
は
年
に
何
百
回
も
、
主

に
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
で
観
測
さ
れ
て
い
る
が
、

巨
大
地
震
は
少
な
い
。
前
世
紀
に
全
米
で
起

こ
っ
た
巨
大
地
震
は
５
つ
あ
る
。

●
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
地
震
（
１
９
０
６
年
、

死
者
７
０
０
―
８
０
０
人
）

●
ア
ラ
ス
カ
地
震
（
１
９
６
４
年
、
死
者

１
３
１
人
）

●
サ
ン
フ
ェ
ル
ナ
ン
ド
地
震
（
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ

ア
州
、
１
９
７
１
年
、
死
者
65
人
）

●
ロ
マ
・
プ
リ
ー
タ
地
震
（
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア

州
北
部
、
１
９
８
９
年
、
死
者
66
人
）

●
ノ
ー
ス
リ
ッ
ジ
地
震
（
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
州

南
部
、
１
９
９
４
年
、
死
者
61
人
）

　

地
震
の
発
生
に
は
季
節
や
年
に
よ
る
周
期

性
は
な
く
、
い
つ
で
も
起
こ
り
う
る
。
巨
大

地
震
は
50
年
な
い
し
２
７
５
年
の
間
の
周
期

で
起
こ
る
よ
う
に
も
思
わ
れ
る
。

　

ひ
と
つ
の
地
震
は
数
秒
な
い
し
数
分
し
か

続
か
な
い
が
、
余
震
は
本
震
の
数
か
月
後
に

も
起
こ
り
う
る
。

　

地
震
は
リ
ヒ
タ
ー
・
ス
ケ
ー
ル（
＝
マ
グ
ニ

チ
ュ
ー
ド
）に
基
づ
い
て
分
類
さ
れ
る
。

●
小
規
模
：
５
・
０
～
５
・
９

●
中
規
模
：
６
・
０
～
６
・
９

●
大
規
模
：
７
・
０
～
７
・
９

●
超
大
規
模
：
８
・
０
以
上

　

リ
ヒ
タ
ー
・
ス
ケ
ー
ル
は
地
震
に
よ
る
大

地
の
動
き
を
測
る
も
の
で
あ
る
。リ
ヒ
タ
ー
・

ス
ケ
ー
ル
は
対
数
に
基
づ
い
て
お
り
、
ス
ケ

ー
ル
が
１
増
え
る
と
10
倍
に
な
る
こ
と
を
意

味
す
る
。

　

例
え
ば
、
マ
グ
ニ
チ
ュ
ー
ド
８
・
６
の
地
震

は
４
・
３
の
地
震
の
２
倍
の
強
さ
を
表
す
わ

け
で
は
な
く
、
１
０
０
０
０
倍
の
強
さ
に
相

当
す
る
。
大
き
さ
は
10
倍
単
位
と
な
る
。
実

際
に
地
震
で
放
出
さ
れ
る
エ
ネ
ル
ギ
ー
は
数

値
が
１
増
え
る
ご
と
に
31
倍
に
な
る
。

●
家
庭
の
地
震
対
応
計
画
を
立
て
て
、
地
震

の
間
と
後
に
何
を
す
る
べ
き
か
を
知
る
。

●
地
震
対
応
演
習
を
家
族
や
同
僚
と
実
施
す

る
。
頑
丈
な
テ
ー
ブ
ル
の
下
な
ど
の
安
全

な
場
所
を
確
認
し
た
り
、
窓
の
そ
ば
な
ど

の
危
険
地
帯
を
特
定
し
た
り
す
る
。

●
地
震
発
生
後
に
家
族
全
員
が
集
合
す
る
た

め
の
計
画
を
立
て
て
お
く
。

●
家
族
が
連
絡
を
取
り
合
う
計
画
を
立
て
て

お
く
。
こ
こ
に
は
、
州
外
の
連
絡
先
を
決

め
て
、
そ
の
人
に
義
務
と
、
そ
れ
に
伴
う

期
待
を
伝
え
て
お
く
こ
と
も
含
ま
れ
る
。

●
以
下
の
よ
う
な
消
耗
品
を
手
元
に
用
意
し

て
お
く
。
三
日
分
の
食
料
と
水
、
懐
中
電

灯
と
予
備
の
電
池
、
携
帯
ラ
ジ
オ
、
消
火

器
、
工
具
等
。

　

併
せ
て
以
下
の
備
え
も
施
し
て
お
く
。

●
重
量
物
や
壊
れ
物
を
棚
の
下
段
に
置
く
。

除
草
剤
、
農
薬
、
可
燃
物
は
最
下
段
に
置

く
か
、
ラ
ッ
チ
の
つ
い
た
キ
ャ
ビ
ネ
ッ
ト
に

入
れ
て
お
く
。
化
学
物
質
は
、
低
い
、
閉

鎖
さ
れ
た
場
所
に
貯
蔵
す
る
ほ
う
が
、
害

を
も
た
ら
す
可
能
性
が
低
い
。

●
本
棚
、
給
湯
器
、
背
の
高
い
家
具
を
壁
の

間
柱
に
固
定
す
る
。
す
べ
て
の
キ
ャ
ビ
ネ

ッ
ト
に
ラ
ッ
チ
を
つ
け
、
頭
上
の
照
明
を

固
定
具
に
固
定
す
る
。
テ
レ
ビ
な
ど
落
下

し
そ
う
な
も
の
を
固
定
す
る
。

●
ガ
ス
漏
れ
や
水
漏
れ
を
防
ぐ
た
め
、
資
格

を
持
つ
専
門
家
に
頼
ん
で
フ
レ
キ
シ
ブ
ル

パ
イ
プ
を
設
置
し
て
も
ら
う
。
こ
の
パ
イ

プ
は
定
期
的
に
点
検
し
、
十
年
毎
に
交
換

す
る
。

●
ベ
ッ
ド
を
窓
か
ら
遠
ざ
け
る
。

●
ベ
ッ
ド
や
カ
ウ
チ
な
ど
人
が
座
っ
た
り
横

に
な
っ
た
り
す
る
場
所
の
上
に
あ
る
懸
下

物
は
、
取
り
除
く
か
固
定
す
る
。

●
靴
と
懐
中
電
灯
を
ベ
ッ
ド
の
下
に
置
い
て

お
く
。
ベ
ッ
ド
の
下
に
靴
を
置
い
て
お
け

ば
ガ
ラ
ス
で
足
を
切
る
こ
と
を
す
ぐ
に
防

災
害
付
属
書《
地
震
編
》

1

1

導
入

2

地
震
に
よ
る
被
害

3

地
震
の
起
こ
り
や
す
さ

4

地
震
に
関
す
る
統
計

5

リ
ヒ
タ
ー
・
ス
ケ
ー
ル

6

地
震
へ
の
備
え

7

地
震
発
生
時

図表1　災害別付属書で取り上げられている
13の災害

1 地震

2 火災

3 洪水

4 猛暑

5 ハリケーンと高潮

6 地滑りと泥流

7 猛烈な雷雨

8 竜巻

9 津波

10 噴火

11 冬季嵐

12 原子力発電所の緊急事態

13 パンデミック・インフルエンザ

一般社団法人レジリエンス協会代表理事

一般財団法人リスクマネジメント協会評議員　黄野 吉博
一般社団法人レジリエンス協会　白澤 健志

コミュニティ・エマージェンシー・
レスポンス・チーム（CERT）
災害別付属書 概要
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た
は
そ
れ
以
上
の
余
震
が
起
こ
る
確
率
は

20
％
で
あ
る
。

●
屋
外
に
い
た
場
合
、
建
物
、
木
、
街
灯
、

送
電
線
、
高
架
橋
か
ら
離
れ
た
場
所
を
見

つ
け
る
こ
と
。
地
面
に
伏
せ
て
、
揺
れ
が

収
ま
る
ま
で
そ
の
場
に
留
ま
る
こ
と
。
倒

れ
て
く
る
木
や
街
灯
や
送
電
線
、
建
物
の

落
下
物
で
怪
我
を
す
る
こ
と
が
あ
る
。

●
車
に
乗
っ
て
い
た
場
合
、
安
全
な
開
け
た

場
所
に
車
を
寄
せ
て
止
ま
る
。
揺
れ
が
収

ま
る
ま
で
シ
ー
ト
ベ
ル
ト
を
締
め
た
ま
ま

で
車
内
に
留
ま
る
。
ラ
ジ
オ
を
つ
け
て
地

震
に
関
す
る
情
報
を
収
集
し
、
道
路
に
被

害
が
な
い
か
確
認
す
る
。

　

地
域
に
よ
っ
て
は
以
下
の
心
得
も
必
要
で

あ
る
。

●
高
層
ビ
ル
の
中
に
い
た
場
合
は
、
火
災
報

知
器
と
ス
プ
リ
ン
ク
ラ
ー
が
地
震
の
際
は

機
能
し
な
く
な
る
可
能
性
に
留
意
す
る
こ

と
。
小
さ
な
火
が
出
て
い
な
い
か
確
認
し
、

消
し
と
め
る
こ
と
。
エ
レ
ベ
ー
タ
を
使
わ

な
い
こ
と
。

●
海
岸
に
い
た
場
合
は
、
高
い
と
こ
ろ
へ
逃

げ
る
こ
と
。
地
震
が
津
波
を
起
こ
す
こ
と

も
多
い
。

●
山
岳
地
帯
や
不
安
定
な
斜
面
、
崖
の
そ
ば

に
い
た
場
合
は
、
地
震
で
ゆ
る
く
な
っ
て

い
る
可
能
性
が
あ
る
の
で
、
落
石
や
他
の

落
下
物
に
注
意
す
る
こ
と
。
ま
た
、
地
震

に
よ
っ
て
引
き
起
こ
さ
れ
る
地
滑
り
に
も

注
意
す
る
こ
と
。

●
１
９
０
６
年
の
サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
地
震

が
、
こ
れ
ま
で
で
も
っ
と
も
ひ
ど
い
。

●
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
が
全
米
で
も
っ
と
も
地

震
が
多
い
。

●
地
震
が
起
こ
る
と
大
地
が
割
れ
る
。

●
カ
リ
フ
ォ
ル
ニ
ア
は
、
最
後
は
海
に
落
ち

込
ん
で
し
ま
う
。

●
人
間
は
地
震
を
止
め
ら
れ
る
。

●
小
さ
い
地
震
が
多
く
起
こ
れ
ば
大
地
震
は

避
け
ら
れ
る
。

●
我
々
は
地
震
を
予
知
で
き
る
。

●
動
物
は
地
震
を
予
知
で
き
る
。

●
雨
が
降
り
続
く
、
ま
た
は
と
て
も
暑
い
。

こ
れ
は
地
震
が
起
こ
る
天
気
に
違
い
な
い
。

●
建
築
基
準
法
に
適
合
し
て
い
れ
ば
安
全
な

建
物
で
あ
る
。

●
地
震
が
人
を
殺
す
。

●
地
震
が
起
き
た
ら
玄
関
に
向
か
え
。

●
大
き
な
地
震
が
来
た
ら
誰
も
が
パ
ニ
ッ
ク

に
な
る
。

　

以
上
の
よ
う
な
国
家
的
枠
組
み
の
中
で
、

各
地
方
自
治
体
は
、
そ
れ
ぞ
れ
の
土
地
の
実

情
に
即
し
て
Ｃ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
を
編
成
し
、
活
動
さ

せ
て
い
る
。
例
え
ば
、
東
海
岸
に
あ
る
ニ
ュ

ー
ヨ
ー
ク
で
は
、
地
震
に
関
す
る
心
配
は
ほ

ぼ
な
い
た
め
、
訓
練
資
料
な
ど
で
も
ほ
と
ん

ど
言
及
さ
れ
て
い
な
い
。
代
わ
り
に
、
火
災

成
訓
練
コ
ー
ス
は
６
日
間（
20
時
間
）で
構
成

さ
れ
る
が
、
そ
の
カ
リ
キ
ュ
ラ
ム
（
図
表
３
）

を
見
る
と
、
初
日
が
ま
る
ま
る
「
地
震
」
に

費
や
さ
れ
て
お
り
、
当
地
に
お
け
る
地
震
リ

ス
ク
の
高
さ
が
感
じ
ら
れ
る
。

　

な
お
、
地
震
が
第
一
で
は
あ
る
も
の
の
、

そ
の
他
の
災
害
へ
の
対
応
も
も
ち
ろ
ん
し
っ

か
り
教
育
さ
れ
る
。

　

先
に
引
用
し
た
、
地
震
発
生
確
率
に
関
す

る
記
述
の
あ
と
に
は
、
次
の
よ
う
な
言
葉
が

続
い
て
い
る
。

 

「
そ
の
他
に
も
次
の
よ
う
な
災
害
が
起
こ
り

う
る
。
大
火
災
、
津
波
、
輸
送
障
害
、
騒
擾
、

テ
ロ
行
為
、
そ
し
て
戦
争
」

　

戦
争
ま
で
含
め
た
、
市
民
生
活
を
脅
か
す

あ
ら
ゆ
る
脅
威
に
対
し
て
、
市
民
自
ら
が
備

え
る
。
そ
の
よ
う
な
取
り
組
み
が
街
を
、
そ

し
て
国
全
体
を
強
く
し
て
い
く
。
そ
の
意
識

と
対
応
能
力
を
、
市
民
一
人
一
人
が
身
に
付

け
て
い
く
こ
と
の
な
か
に
、
こ
の
国
の
根
本

的
な
強
さ
が
あ
る
の
で
は
な
い
だ
ろ
う
か
。

◆

　

以
上
、
一
年
間
に
わ
た
っ
て
米
国
の
災
害

対
応
シ
ス
テ
ム
の
一
端
を
紹
介
し
て
き
た
。

こ
の
よ
う
な
シ
ス
テ
ム
が
、
今
後
、
日
本
で

も
本
格
的
に
検
討
さ
れ
導
入
さ
れ
る
こ
と
を

期
待
し
て
、
本
シ
リ
ー
ズ
を
了
と
し
た
い
。

を
筆
頭
に
い
く
つ
か
の
都
市
災
害
に
関
す
る

記
述
が
中
心
と
な
っ
て
い
る
。

　

一
方
、
西
海
岸
で
は
、
日
本
と
同
様
に
地

震
の
脅
威
は
切
実
で
あ
り
、
こ
こ
に
紙
幅
を

割
い
て
い
る
と
こ
ろ
も
多
い
。
こ
こ
で
は
、

過
去
に
史
上
最
悪
の
地
震
災
害
が
起
き
た
、

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
の
例
を
参
考
と
し
て
紹

介
し
た
い
。

　

サ
ン
フ
ラ
ン
シ
ス
コ
で
は
、
Ｃ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
は

消
防
局
（
Ｓ
Ｆ
Ｆ
Ｄ
）の
も
と
に
「
Ｎ
Ｅ
Ｒ
Ｔ

（
ネ
イ
バ
ー
フ
ッ
ド
・
エ
マ
ー
ジ
ェ
ン
シ
ー
・
レ

ス
ポ
ン
ス
・
チ
ー
ム
）」
と
い
う
名
称
で
編
成

さ
れ
て
い
る
。
Ｎ
Ｅ
Ｒ
Ｔ
の
訓
練
で
使
わ
れ

る
資
料
は
図
表
２
の
よ
う
な
章
立
て
で
構
成

さ
れ
て
い
る
。

　

第
一
章
の
中
で
「
１
９
９
０
年
の
研
究
に

よ
れ
ば
、
今
後
30
年
間
に
ベ
イ
エ
リ
ア
で
大

地
震
が
起
こ
る
確
率
は
67
％
」
と
言
及
さ
れ

て
い
る
。
実
際
に
行
わ
れ
る
メ
ン
バ
ー
の
養

　

地
震
直
後
に
は
、
次
の
よ
う
な
こ
と
を
す

べ
き
で
あ
る
。

●
自
身
に
怪
我
が
な
い
か
確
認
す
る
こ
と
。

人
は
往
々
に
し
て
自
身
の
確
認
を
し
な
い

ま
ま
他
人
の
確
認
を
し
が
ち
で
あ
る
。
自

身
が
怪
我
を
し
て
い
な
い
か
、
必
要
な
応

急
手
当
て
を
受
け
て
か
ら
、
他
の
人
を
助

け
に
い
く
の
が
望
ま
し
い
。

●
長
ズ
ボ
ン
、
長
袖
シ
ャ
ツ
、
頑
丈
な
靴
ま

た
は
ブ
ー
ツ
、
そ
し
て
軍
手
を
着
用
し
て
、

更
な
る
危
険
か
ら
自
身
を
守
る
こ
と
。

　

自
身
の
処
置
を
し
た
後
は
、
次
の
こ
と
を

す
べ
き
で
あ
る
。

●
小
さ
な
火
を
見
つ
け
、
消
す
こ
と
。
火
災

は
、
地
震
の
後
に
お
こ
る
危
険
の
中
で
も

っ
と
も
一
般
的
な
も
の
で
あ
る
。
小
さ
な

火
を
消
し
、
火
災
の
可
能
性
を
減
ら
す
こ

と
は
、
火
が
抑
え
き
れ
な
く
な
る
リ
ス
ク

を
最
小
化
す
る
こ
と
に
な
る
。

●
こ
ぼ
れ
た
も
の
を
拭
き
取
る
。
医
薬
品
、

漂
白
剤
、
可
燃
物
、
そ
の
他
の
吹
き
こ
ぼ

し
を
拭
き
取
る
こ
と
は
、
小
さ
い
け
れ
ど

も
潜
在
的
危
険
性
を
持
つ
有
害
物
質
に
よ

る
非
常
事
態
の
多
く
を
防
ぐ
こ
と
に
つ
な

が
る
。

●
家
屋
の
被
害
を
確
認
す
る
。
余
震
は
、
不

安
定
な
建
物
に
さ
ら
な
る
損
傷
を
与
え
る

こ
と
が
あ
る
。
煙
突
や
土
台
に
大
き
な
ひ

び
割
れ
が
あ
っ
た
り
、
家
屋
や
施
設
が
地

震
に
よ
っ
て
動
か
さ
れ
た
り
し
て
い
た
場

合
、
全
員
家
の
外
に
出
る
こ
と
。
家
屋
と

そ
の
中
の
写
真
を
撮
っ
て
損
害
保
険
の
適

用
申
請
を
す
る
こ
と
。

●
援
助
を
必
要
と
し
て
い
る
近
所
の
人
を
助

け
る
こ
と
。

●
緊
急
警
報
シ
ス
テ
ム（
Ｅ
Ａ
Ｓ
）を
聴
取
し

て
緊
急
情
報
と
指
示
を
聞
く
こ
と
。

●
余
震
に
備
え
る
こ
と
。
余
震
は
数
分
後
、

数
日
後
、
数
週
間
後
に
も
起
こ
る
こ
と
が

あ
る
。
余
震
が
起
き
た
ら
、
伏
せ
て
、
頭

を
守
り
、
動
か
な
い
こ
と
。
同
規
模
ま
た

は
そ
れ
以
上
の
地
震
が
数
時
間
以
内
に
起

こ
る
可
能
性
が
２
０
％
あ
る
こ
と
に
留
意

す
る
こ
と
。

　

※
こ
の
災
害
別
付
属
書
の
13
項
目
の
う
ち

「
地
震
」を
含
む
４
つ
の
項
目
で
は
、
以
上
の

よ
う
な
本
文
の
説
明
に
続
け
て
「
神
話
と
事

実
」
と
い
う
位
置
づ
け
で
Ｑ
＆
Ａ
に
相
当
す

る
記
述
が
書
か
れ
て
い
る
。こ
れ
を
読
む
と
、

当
局
が
「
米
国
民
の
災
害
に
対
す
る
理
解
レ

ベ
ル
」
を
ど
の
よ
う
に
見
積
も
っ
て
い
る
か

が
想
像
で
き
る
。

　

以
下
、
地
震
に
つ
い
て
、
Ｑ
に
相
当
す
る

「
神
話
」の
部
分
の
み
列
記
し
て
お
く
。

●
「
超
巨
大
地
震
」は
起
こ
り
う
る
。

●
地
震
は
米
国
で
は
西
海
岸
で
し
か
起
こ
ら

な
い
。

「NERT」のロゴマーク

8

地
震
発
生
後

「
神
話
」と「
事
実
」

2

地
域
別
の
具
体
例

3

図表2　サンフランシスコの「NERT」の訓練資料の構成

第一章 災害への備え

第二章 電気・ガス・水道の管理

第三章 消火の装備と技術

第四章 危険物

第五章 災害時医療

第六章 捜索救難

第七章 ICS（インシデント・コマンド・システム）

第八章 災害心理学

第九章 特別な配慮

第十章 防災用品

第十一章 災害時の文書の様式

第十二章 テロリズムとNERT

第十三章 ペットの災害対応計画

図表3　サンフランシスコの「NERT」の
6日間の訓練コースのカリキュラム

第一日　地震への気づき、備え、減災

●地震の種類、マグニチュード、歴史と可能性
●発生前にどう備えるか
●地震が起こったらどうするか

第二日　基本的な災害対応技術

●ガス、水道、電気のコントロール…なぜ、いつ、どう
やって切るか

●火災の種類と消火器を使った消火
●家庭内、路上、身の回りすべての危険物への気づき
●テロリズムへの気づき

第三日　災害時医療

●救援者の健康への配慮
●気道確保
●止血とショックの緩和
●「ＳＴＡＲＴ」トリアージ
●軽い傷と火傷

第四日　捜索救難

●様々な建築物の種類と損傷の見つけ方
●損傷を受けた建物の分類
●建物のマーキングシステム
●内部捜索パターン
●重量物の持ち上げと機械の活用
●被災者の搬送

第五日　チームの組織とマネジメント

●市災害対応計画とＮＥＲＴの役割
●ＮＥＲＴのＩＣＳ：災害をマネジメントする
●災害心理学

第六日　災害シナリオ

●最終試験
●消火
●疑似的に傷のペイントを施した被災者役のトリアージ

と処置
●重い倒木で身動きが取れない被災者の救出
●報告された行方不明者の室内捜索
●建物外部の損傷評価
●修了証と成績評価


